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平面型と家族型 とがら就寝につい て検討した。平面は，

６つ の型をとったが ，その中にナンドを持つ型ともたな

い型 とがあり，特に この点に着目した。就寝の傾向を略

記すれば，

(1 ）2 世代家族は1 ～2 室就寝,   3世代,   4世代家

族ではそれ ぞれ2 ～3, 3 ～4 室就寝を行い，各型 とも混

寝や異性寝を避ける傾向が強い。

（２） ナンド型 ，非ナンド型を問わず，対角線室就寝

により，また便所への通路に他寝室を通らない ようにす

るな ど,  Privacy を保つのに苦 心し ている。

（３） しかし条件は悪い 。家族数が多 くなると，若夫

婦は ナンド型 で はナンド に ，非 ナンド型 では オカミに

（いづれも寝室とし ては適当でない ）ね ることを余儀な。

くされ ている。

(4（　南側 の室にね るよう に な る 傾向を もってい る

が ，大きな平面でのみ充たされてい る。

（５） 子供室は まだ与えられてい ない。


